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町会としてマニュアルを作った背景 -自主防災組織の役割と町会の課題
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● マニュアル全体の構成については消防庁の「自主防災組織の手引」の初期消火・避難の
箇所を参考にしています。

● 防災においては自助＞共助＞公助であるものの、こうした認知は未だ十分に定着してお
らず、中十条三丁目町会においても同様の傾向が町会員ヒアリングにおいて確認されま
した。

● 自助の認知と備えなくしては、自主防災組織の活動（共助）は困難であり、マニュアル
はそうした活動を可能にするために、まず自助を促しつつ共助について記載する構成と
しました。

● 今後の自主防災組織の活動においても、自助の啓発活動が第一歩になると想定し、配布
等がしやすいよう１トピック１スライドで構成するPPTでの作成を提案します。
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防災の考え方として自助・共助・公助があります。阪神淡路大震災においては、発災直後の人命救助や初期の消火活動は、近隣

住民の協力か ゙大きな役割を果たしました。このことから中三町会においては、今のうちに大規模災害に備えて、住民主体の防

災力を向上させ、近隣住民との協力体制を構築することが大変重要です。

自助・共助・公助の考え方

自助・共助の重要性

（阪神淡路大震災の事例）

自分の身を自分の努力に
よって守る

地域や近隣の人が互い
に協力し合う

国・都道府県・市町村
等の行政・消防機関に
よる救助・援助等

特に自助・共助に基づき救助されている人が多い

住民全体の防災力向上の必要性
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１、事前の備え
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◇1 火気使用設備器具等の点検

火を使う設備器具に故障や欠陥があったり、

周囲が整理整頓されていなければ、出火や延焼の危険が高い。

◇2 危険物品等の点検

家の中にも石油、食用油、各種スプレー缶等の可燃性の危険物品

が多数あり、これらは地震動により発火又は引火して、

火災の原因となったり、火災を拡大させたりすることがある。

◇3 木造建物の点検

建物の倒壊は、倒壊による被害ばかりでなく、火災発生の重大原

因ともなり、被害を大きくする。

◇4 家具等の転倒・落下防止の点検

固定されていない家具の転倒・落下は、死亡やケガの直接的な要

因として大きな割合を占めている。

地震が発生すると、家屋の倒壊や家具の転倒による被災が想定されます。また、地震の発生に伴う火災

の発生により、被害が拡大することが懸念されます。

そこで、その原因となりうるもの等について、普段から十分点検して対策を講じておくことが大切です。

1.家庭内の安全対策 (1)家具等の転倒・落下防止

（出典：しながわ防災学校）
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1.家庭内の安全対策 (2)備蓄

●非常持出品は、備蓄品の中から、避難生活に必要なものを選ぶのがよいでしょう。

備蓄品にない場合は、必要に応じて準備しましょう。

●玄関や寝室など持ち出しやすいところに置いておき、すぐに持ち出せるようにしておきましょう。
背負える袋などにいれておけば、持ち出したときに両手が使えて便利です。

地震の被害によっては、避難を余儀なくされることもあります。

避難する時に持ち出す『非常持出品』を準備しておきましょう。

●目安として最低限３日間程度の水や食料品は備蓄しましょう。

●家族構成、住居や地域の特性によって必要となるものは異なります。

自分や家族にとって本当に必要なものを考えて準備しましょう。

●家族、地域の状況や消費期限などと照らし合わせて定期的にチェックし、必要に応じて入れ替えましょう。

地震が発生すると普段どおりの生活ができなくなる事も考えられます。

数日間生活できるだけの『備蓄品』を備えておきましょう。

（出典：北区防災地図）
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1.家庭内の安全対策 (3)備蓄品の確認

✅ 貴重品 ✅ 食料品 予備の乾電池

現金（公衆電話用に10円、100玉） 水・飲料水 軍手・スリッパ

車や家の予備鍵 非常食（缶パン、缶詰、アメ） 給水袋

銀行の口座番号、生命保険契約番号 ✅ 便利品 アルミ製保温シート

マイナンバーカード・身分証明証 懐中電灯 緊急用応急セット（絆創膏など）

印鑑・薬手帳・運転免許証 万能ナイフ ホッカイロ・

✅ 情報収集用品 ビニール袋（大・中・小） ✅ その他

携帯電話 毛布・タオルケット 着替え

携帯ラジオ マッチ・ライター・ろうそく 幼児用品（おむつ、ミルク）

家族の写真（はぐれた際の確認用） スリッパ 感染予防グッズ（マスク・消毒）

緊急時の連絡先（親戚、知人の番号） 簡易携帯用トイレ 各自で必要なもの

筆記用具 レジャーコート

広域避難地図（ポケット地図） 雨具・

携帯用充電器 洗面用具
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2.中三町会の防災対策状況（消火器配置図）
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中三町会の防災対策状況（消火栓配置図）
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中三町会の防災対策状況（掲示板位置図）

12



中三町会の配備資機材と災害用備蓄物資一覧
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地域の避難所:十条小学校の保管備蓄物資一覧 ( 参考)
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3.中三町会の防災訓練への取り組みについて

①意識改善

今回作成する防災マニュアルは、家庭内の安全対策をはじめとし、初期消火・避難など自助をメインと
した構成としています。
防災訓練についても記載するため、これを読むことで防災訓練の重要性を認識し、意識啓発を図ります。

②告知改善

防災訓練はチラシを使い周知し、確実に気づくようにします。
実施当日には拡声器を使い周知することで、より効果的であると考えます。

③内容改善

「被災」を想定した、リアルな体験をイメージできるような訓練を取り入れる等の工夫も必要です。
VR体験車を利用したり、北区防災センター（地震の科学館）や東京消防庁の「都民防災教育センタ

ー」等、公共施設の活用もリアルな体験としては有効です。また各地の町会・自治会の取組みを参考に、
町会として新たなものを取入れることも必要なことだと思われます。

15

『共助』



４.避難場所の確認と避難訓練 -避難の順序

北区における基本的な避難の順序は右記の
通りです。
いっとき集合場所などの具体的な場所は
次ページに記載しています
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避難場所の確認と避難訓練

発災時は安全を確保できたら、火災などの危
険がない場合はいっとき集合場所に避難しま
しょう。いっとき集合場所が危険な場合や時
間がかかる場合は、避難場所に避難しましょ
う。

また、自宅からいっとき集合場所や避難場所
への避難経路を日頃から確認しておくことも
大切です。

【いっとき集合場所】
・十条小学校※
・中十条公園

【避難場所】
・中央公園

※十条小学校は避難所にも指定されています。

発災時はいっとき集合場所や避難場所に避難しましょう。

中十条三丁目

避難場所
・中央公園

危険な場合

いっとき集合場所
・十条小学校
・中十条公園
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５.安否確認の手段

日頃からLINEなどの連絡先を家族、地域の皆さんと交換しておきましょう。

電話以外の連絡手段は以下のものがあります。

電話（公衆電話、携帯電話、スマートフォン）
・災害伝言ダイヤル：音声で伝言を伝えることができます

携帯電話
・災害用伝言板：文字で伝言を伝えることができます
（災害伝言ダイヤル・災害用伝言板の使い方は次ページに記載しています）

スマートフォン
・LINE

文字の送受信や通話ができます。
家族や町内の方で事前にLINEグループを作っておきましょう

災害時は電話がつながらず、安否確認や被災状況を確認できないことが多いです。
日頃から電話以外の連絡手段を用意しておきましょう。
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安否確認の手段 -災害伝言ダイヤル/伝言板の使い方

※是非事前に体験利用してください。 19



６.自主防災組織としての避難行動要支援者対策

1. 地区内の避難行動要支援者の把握及び名簿の管理

北区から提供される避難行動要支援者名簿のほか、真に支援が必要と認める方が
支援対象から漏れることのないよう、住民と接する機会を捉えて要支援者の把握
に努めることが重要です。

なお、北区から提供された避難行動要支援者名簿については、災害対策基本法に
基づき、その名簿情報の提供を受けた個人に守秘義務が課せられているので、北
区の指導を受けて適正な情報管理を図る必要があります。

2. 避難行動要支援者への支援方法の整理

避難行動要支援者を個別に訪問し、本人と打合せを行った上で、災害時に「誰が、
どこに、どのように避難支援するか」、つまり避難支援者、情報伝達の方法、避
難場所、避難のタイミング、避難所までのルート・交通手段などを整理しましょ
う。

また、こうした支援方法が実際に機能するかどうか、定期的な訓練を通じて点検
し、必要があれば更新・改良することが重要です。

避難行動要支援者を把握し、災害時の支援方法を整理した上で、定期的な訓練を通
じて点検、改良していくことが重要です。

出典：総務省消防庁 20

『共助』



７.避難行動要支援者対策 -安否確認①

要支援者の安否確認は、町会による確認が必要と推測され、日頃より要支援者の住所を要支援者リスト、

民生委員の情報等を基に把握し、災害時に町会が要支援者を1軒・1軒確認することが重要です。

・中十条三丁目地図内に要支援者の住所

をプロットします

・その上で日常より要支援者宅の位置を

把握するよう努め、災害時に効率よく

安否確認を行います

・日頃から見回りすることが重要です

21
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避難行動要支援者対策 -安否確認②（参考事例）

宮城県仙台市福住町町会では、子どもが見てもわかる地図入りの「重要支援者名簿」を作成、東日本大震

災発災時に重要支援者を30分で集計を済ませ、57世帯・73名全員の無事を確認しました。

宮城県仙台市福住町町会

●概要

・設立年 ：平成15年

・構成員 ：約1,100人（平成29年3月）

●取組

・「重要支援者」を高齢者、障害者等から抽出して位置づけ、地図入りの

名簿作成を実施。

・地図入りにする理由は、子どもが見ても、支援者の住宅がわかるように

するためである。

・定期的に民生委員と名簿を照合・更新しており、日常的にも重要支援者

宅の見守りを実施している。

●成果

・東日本大震災時には重要支援者名簿は家内が散乱し、用意できなかった。

・しかし日頃の見守りや訓練を通じて重要支援者名簿の内容を役員が覚えてい

たため、避難所である町内会集会所へ向かう途中で重要支援者宅を回り、30 分で

集計を済ませることができた。

・その後再度、重要支援者の安否確認を行い、当日の重要支援者は 57 世帯 73 

名で、全員無事であった。
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２、発災時の対応
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1.災害情報の入手

● 災害情報の種類
被害の状況(火災・がけ崩れ等の状況並びに建物、道路及び橋等の被害状況)、津波予報及
び警報、電気・ガス・水道、電話等の復旧見通し、避難の勧告又は指示、救援活動の状況、
給食・給水、生活必需品の配給、衛生上の注意等です。

● 災害情報入手手段
○ ラジオ
○ テレビ
○ インターネット

■ 北区のホームページ
https://www.city.kita.tokyo.jp/bosai-bohan/bosai/index.html

■ 気象庁ホームページ
https://www.jma.go.jp/jma/menu/menuflash.html

■ 国土交通省防災情報提供センターの携帯電話用サイト
http://www.mlit.go.jp/saigai/bosaijoho/i-index.html

○ 無線
■ 防災行政無線

0120-061-724（フリーダイヤル）

○ アプリ
■ 東京都防災アプリ
■ 東京消防庁公式アプリ

○ メール
■ 北区のメールマガジン(要事前登録)

https://www.city.kita.tokyo.jp/koho/mail/index.html

地震により被害が発生したときに、的確な応急対応をとるためには、災害情報の正
確かつ迅速な収集及び伝達が必要不可欠です。

東京都防災アプリ

iPhone Android

東京消防庁公式アプリ

iPhone Android

アプリは事前にダウンロー
ドしましょう

北区メールマガジン
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● 家具の移動や落下物から身を守るため、頭を保護しながら大きな家具から離れ、丈夫

な机の下などに隠れましょう

● あわてて外に飛び出さないで下さい

● 料理や暖房などで火を使っている場合、その場で火を消せるときは火の始末、火元か

ら離れているときは無理に火を消しに行かないでください

● 扉を開けて避難路を確保しましょう

2.初期対応（地震だ！まず身の安全）
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3.初期消火（最初の3分が勝負！）
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3.初期消火（火元別消火のポイント）
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倒壊家屋や転倒家具などの下敷きになった人を近隣で協力し、救出・救護しよう。

4.避難（確かめ合おう 我が家の安全 隣の安否）
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4.避難（こんな時は急いで！）
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4.避難（安全に避難するコツ8か条）
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5.安否確認 -町会への情報伝達

・構築したlineグループによる通知に加えて、防災カードに記載されている安否確認システム、アマチュア無線、

災害用伝言板による安否確認方法があります。

・いずれの方法でなされた安否確認でも、町会へ情報が伝達する仕組み構築が重要です。

31
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6.要支援者の支援 (1)安否確認

事前に作成した重要支援者名簿、名前入り地図に基づき、発災時には各要支援者へ訪問、それぞれの要支

援者の安否をチェックリストで整理していくことが考えられます。

32
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6.要支援者の支援 (2)避難支援

要支援者への安否確認チェックリストに基づき、要支援レベル・健康状態・ライフライン・備蓄品等に

基づき優先順位をつけて、要支援者を避難所へ誘導することが有効と考えられます。

要支援者の優先順位を決定

・要支援者の要支援レベル

・健康状態

・ライフラインの状況

・備蓄品の状況 等

優先順位に基づき要支援者を避難所へ誘導する

避難所（十条小学校）

33
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マニュアル作成へ参考にした資料のURL一覧①

◇家庭内の安全対策
東京備蓄ナビ
https://www.bichiku.metro.tokyo.lg.jp

防災グッズメーカー・アットレスキュー
https://atrescue.jp/view/cart

自主防災組織の手引
https://www.fdma.go.jp/mission/bousai/ikusei/items/bousai_2904.pdf

◇3.避難場所の確認と避難訓練
北区防災地図
https://www.city.kita.tokyo.jp/bosaikiki/bosai-

bohan/bosai/shinsai/documents/bosaimapchizu.pdf

https://www.city.kita.tokyo.jp/bosaikiki/bosai-

bohan/bosai/shinsai/documents/bosaimapkiji.pdf

◇２発災時の対応
首相官邸
災害に対するご家庭での備え～これだけは準備しておこう！～ | 首相官邸ホームページ (kantei.go.jp)

東京消防庁
東京消防庁＜安全・安心情報＞＜地震に備えて＞ (tokyo.lg.jp)
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https://www.bichiku.metro.tokyo.lg.jp
https://atrescue.jp/view/cart
https://www.fdma.go.jp/mission/bousai/ikusei/items/bousai_2904.pdf
https://www.city.kita.tokyo.jp/bosaikiki/bosai-bohan/bosai/shinsai/documents/bosaimapchizu.pdf
https://www.city.kita.tokyo.jp/bosaikiki/bosai-bohan/bosai/shinsai/documents/bosaimapchizu.pdf
https://www.city.kita.tokyo.jp/bosaikiki/bosai-bohan/bosai/shinsai/documents/bosaimapkiji.pdf
https://www.city.kita.tokyo.jp/bosaikiki/bosai-bohan/bosai/shinsai/documents/bosaimapkiji.pdf
https://www.kantei.go.jp/jp/headline/bousai/sonae.html
https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/lfe/bou_topic/jisin/life00.html
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秋田県消防協会
bousaitaisaku (shoubou-akita.or.jp)

茅ヶ崎市自主防災組織活動マニュアル
自主防災組織活動マニュアル｜茅ヶ崎市 (city.chigasaki.kanagawa.jp)

ふじのくに防災ナビ
_J121005858_自主防災組織ハンドブック.indd (pref.shizuoka.jp)

仙台市
写真の使用について｜仙台市（宮城野区榴岡小学校体育館 2011/3/13)

中十条三丁目町会ホームページ https://naka3chokai.wixsite.com/kita-tokyo
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http://shoubou-akita.or.jp/bousai/taisaku/bousaitaisaku02.pdf
https://www.city.chigasaki.kanagawa.jp/bosai/1001310/index.html
https://www.pref.shizuoka.jp/bousai/chosa/documents/bousainavi.pdf
http://www.city.sendai.jp/shiminkoho/shise/daishinsai/zenkoku/photoarchive/shashin.html
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